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TNTmips 2017： 空中写真の簡易オルソ補正機能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以下の３ステップの手順です。 
 1. 事前ジオリファレンス 
 2. カメラパラメータの所与 
 3. リサンプル 
 
1）事前ジオリファレンス 
▼参照データにはWeb参照の地理院地図を使用。 
▼コントロールポイントに Z値を与える必要がありますので 10m DEMを使用しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OpenGIS 2017.４.４ 
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▼作業後、ジオリファレンスを保存します。 
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2)カメラパラメータの所与(内部標定) 
▼1 の処理の後、モデルを"Camera" に切り替えます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼DEMを指定、ジオイド高を指定(0)します。 
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▼Camera Parametersの画面が出るので、あらかじめ調べておいたカメラ直下の場所(主
点)のライン-カラム、焦点距離(ここでは 15cmとした)、スキャナの解像度(ここでは
600dpiを使用)から計算されるピクセルあたりの距離を入力します。 
  
 
        後でこの画面を出すには 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼最後に設定を保存してジオリファレンスを終了します。 
 
  
 
 
 
 
 
3) リサンプル 
▼リサンプルメニュー(画像＞リサンプルとリプロジェクト＞ジオリファレンス処理を使っ  
  たリサンプル)を開きます。 
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▼2で Camera Parametersを与えた画像を選択します。DEMを選択します。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
▼設定タブで「ジオイド高」に 0を入力。[実行]で保存先オブジェクト名を指定すると、 
 処理を開始。 
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処理前の画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
処理後の画像 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


